



































“Have a nice day.” というお決まりのフレーズと共に。１万キロも離れた
東洋の島国・日本から来たばかりの外国人なのに，地元の人たちと全く同
じように買い物をさせてくれたのがとても嬉しかった。水蒸気が立ち上る
ビルの間を，茶色の紙袋を脇に抱え，足元の雪をも気にせず，まっすぐ前
だけを見て歩く。映画のワンシーンで見たような風景の一部に自分がなれ
たあの感動は一生忘れないと思った。
その後１か月かけてアメリカとカナダの８都市を回った。帰国後は海外
旅行の魅力にとりつかれ，様々な国を訪れた。また，多くの人にお世話い
ただいてアメリカに留学する機会も得て，５年半も滞在させてもらった。
他国に住んだり，他国を訪れたりするのは，私の人生のなかではまさに
宝物のような貴重な体験である。そして日ごろ普遍的な事実だと思ってい
たことが，日本という限られた場所での習慣にすぎないことがわかって愕
然とする。そうやって愕然としたりショックを受けたり感心したり感動し
たりすることを通して，日本とか世界とかいう枠を気にしないで自分の思
うように生きていく人間になれるのだと思う。私などはそういった人間に
はなり切れていないのかもしれないが，若い人にはこれから無限の可能性
がある。
これからも語学視聴覚室やCALL教室を大いに使って英語やその他の外
国語を学び，それをきっかけにして世界を見に行ってもらえればと思う。
そのきっかけの一部に言語研究センターがなれるならば，そしてその仕事
に携われるならば私には望外の喜びである。 （岩畑）
